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＜概要＞ 

哺乳動物は、ホルモン投与による「過剰排卵誘起法」により、通常の 2～3 倍の数の卵子を一度

に排卵させることができます。この技術は、使用動物数を削減しながら、次世代の大量生産、卵

子や受精卵による遺伝資源保存、効率的なモデル動物作製などに広く活用されています。しかし、

一部の動物種や系統ではホルモン投与に対する反応が低く、十分な卵子を得ることができないこ

とが課題となっていました。 
大阪公立大学大学院獣医学研究科の金子 武人教授と中川 優貴研究員の研究グループは、過剰

排卵誘起法に低い反応を示す代表的なラット系統である Brown-Norway（BN）ラットにおいて、

排卵誘導のタイミングを見直すことで卵子回収数の改善に成功しました。 
過剰排卵誘起法は、性腺刺激ホル

モンである妊馬血清性性腺刺激ホ

ルモン（PMSG）を投与した 48 時

間後に、ヒト絨毛性性腺刺激ホルモ

ン（hCG）を投与するのが一般的な

方法です。しかし、PMSG 投与後 72
時間で hCG を投与する新手法によ

り、平均 7 個しか回収できなかった

卵子が、平均 43 個も回収できることが明らかになりました。さらに、PMSG 投与後 72 時間の卵

巣を観察した結果、卵胞の成熟が進んでいることが確認され、hCG 投与後に得られた卵子は受精

能力も正常であることが実証されました。 
この結果は、これまで十分な卵子回収が困難であった希少な動物種や系統にも応用可能であり、

研究目的に応じた柔軟かつ適切なモデル動物の選定に繋がることが期待されます。 
 本研究成果は、2025 年 7 月 12 日に国際学術誌「Heliyon」にオンライン掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

～動物福祉と遺伝資源保全に貢献～ 

卵子回収が困難なラットでも回収が可能に 

P R E S S  R E L E A S E 

金子 武人教授   中川 優貴研究員 

哺乳類の排卵メカニズムは複雑で未解明のことも

多くあります。これまで長い間、卵子の回収が困難な

系統では、その解決策を見つけることができません

でした。本研究により、同じ種でも卵胞や卵子の発育

に違いがあることが分かったことで、この成果を、ヒ

トの不妊症治療や低出生率の絶滅危惧種の人工繁殖

に応用していきたいと思います。 

 

図：PMSG 投与後の卵巣の様子 
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＜研究の背景＞ 
動物が一度に排卵する卵子は、ヒトでは 1 個、マウスやラットでは 10 個程度です。ホルモン投

与による過剰排卵誘起法を用いると、通常の 2～3 倍の数の卵子を一度に排卵させることができ

ます。このため、過剰排卵誘起法は、使用動物を削減した次世代の大量生産、卵子や受精卵によ

る遺伝子資源保存、効率的なモデル動物作製などに利用されています。しかしながら、一部の動

物種や系統ではホルモン投与による過剰排卵誘起法に低い反応を示し、十分な卵子を得ることが

できないことがわかっています。また、これらの動物種や系統では、これまで十分な卵子を回収

できる方法は開発されていませんでした。そこで今回、この原因を探るとともに過剰排卵誘起法

に低い反応を示す系統から効率的に卵子を得る方法の開発を行いました。 
 
＜研究の内容＞ 

本研究では、性腺刺激ホルモンである妊馬血清性性腺刺激ホルモン（PMSG）およびヒト絨毛

性性腺刺激ホルモン（hCG）を用いた過剰排卵誘起法に低い反応を示すラット系統を用いて、効

率的に卵子を回収し、得られた卵子の受精能力および発生能力を試験しました。 
Brown-Norway（BN）ラットは、全ゲノム配列の解読にも用いられた代表的なラット系統です。

しかし、この系統は一度に排卵する卵子が極端に少ないだけでなく、PMSG、hCG による過剰排

卵誘起法に低い反応を示し、これまでの報告では平均 2.2 個の卵子しか回収することができませ

ん。そこで本研究では、この系統を用いることで過剰排卵誘起法の改善を試みました。 
一般的な過剰排卵誘起法は、PMSG を投与した 48 時間後に hCG を投与することで多くの卵子

を排卵させることができます。例えば、研究で汎用されている Wsitar ラットや F344 ラットで

は、この方法でそれぞれ平均 37 個、50 個の卵子が回収できます。しかし、BN ラットではわずか

平均 7 個の卵子しか得られませんでした。この時の卵巣を観察した結果、卵巣内で卵子を発育さ

せる卵胞の成熟が不十分であることが分かりました。 
そこで、卵胞を十分に成熟させるために hCG の投与時間を 72 時間に遅らせたところ、排卵す

る卵子の数が平均 43 個と大きく増加することが分かりました。PMSG 投与後 72 時間の卵巣を観

察した結果、48 時間のものと比べて、明らかに卵胞の成熟が進んでいることが確認されました。

一方で、80 時間まで遅らせた時の排卵卵子の数は逆に減少することがわかりました。72 時間で

hCG を投与して得られた受精卵を雌の卵管に移植した結果、46％が正常な産子にまで発生し卵子

の受精能力も正常であることが分かりました。 
これまで排卵数が少ない系統は、過剰排卵誘起法に対する反応が低いと考えられていましたが、

本研究結果により、反応が低いのではなく卵胞の発育が不十分であるため、卵子の発育が遅く、

排卵する卵子が少なくなるということが明らかになりました。 
 
＜期待される効果・今後の展開＞ 

動物の次世代の大量生産、配偶子による遺伝子資源保存、モデル動物作製などは、これまで安

定して十分な卵子が回収できる系統に限られていました。本研究成果は、これまで十分な卵子を

回収することができなかった貴重な動物種や系統にも応用でき、より研究に適した動物や系統の

選択が可能となります。また、効率的な卵子の回収が可能となったことで、使用動物の大幅な削

減が期待でき、動物福祉の 3R の原則※1にも貢献できます。 
さらに、ヒトの不妊症などにおける排卵機構のメカニズムの解明や、絶滅危惧種の人工繁殖へ

の応用も期待されます。本研究チームは、現在、ツシマヤマネコなどの哺乳類、ヤンバルクイナ、

オオワシ、オジロワシなどの鳥類などを中心に国内の絶滅危惧種の保全に向けた人工繁殖の取り

組みを行っているため、本研究成果をこのプロジェクトに応用展開していく予定です。 
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＜用語解説＞ 

※動物福祉の 3R の原則：動物実験において「代替（Replacement）」「削減（Reduction）」「洗練

（Refinement）」を実践し、動物の使用を最小限にしつつ苦痛を軽減するための倫理的な指針。 
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